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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月15日(2021.11.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メイン表示領域に第１のアプリケーションの第１のユーザーインタフェースを表示する
ことと、
　サブ表示領域に第２のアプリケーションのプログラムアイコンを表示することと、
　前記プログラムアイコンに対する第１の操作信号を受信した場合、前記第１のユーザー
インタフェースにフローティングウィンドウを表示することとを含み、
　前記フローティングウィンドウは、前記第２のアプリケーションの第２のユーザーイン
タフェースを表示するために用いられる
　ことを特徴とするユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項２】
　前記第１のユーザーインタフェースにフローティングウィンドウを表示することは、
　前記第１のユーザーインタフェースの一部領域に前記フローティングウィンドウを重畳
して表示することを含み、前記一部領域と前記サブ表示領域との距離が所定の距離よりも
小さい
　ことを特徴とする請求項１に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項３】
　前記フローティングウィンドウに非表示ボタンがさらに表示され、前記方法は、さらに
、
　前記非表示ボタンに対する第２の操作信号を受信した場合、前記フローティングウィン
ドウの表示をキャンセルすることを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項４】
　前記方法は、さらに、
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　前記非表示ボタンに対する前記第２の操作信号を受信した場合、前記第２のアプリケー
ションをバックグラウンド動作状態に切り替えることを含む
　ことを特徴とする請求項３に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項５】
　前記フローティングウィンドウにフルスクリーンボタンがさらに表示され、前記方法は
、さらに、
　前記フルスクリーンボタンに対する第３の操作信号を受信した場合、前記メイン表示領
域に前記第２のアプリケーションの前記第２のユーザーインタフェースがフルスクリーン
で表示することを含む
　ことを特徴とする請求項２に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項６】
　前記フローティングウィンドウに移動領域がさらに表示され、前記方法は、さらに、
　前記移動領域に対する第４の操作信号を受信した場合、前記第４の操作信号に基づいて
前記メイン表示領域における前記フローティングウィンドウの表示位置を変更することを
含む
　ことを特徴とする請求項２に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項７】
　前記サブ表示領域に第２のアプリケーションのプログラムアイコンを表示することは、
　前記サブ表示領域に対する第１のスライド信号を受信した場合、前記サブ表示領域に前
記第２のアプリケーションのプログラムアイコンを表示することを含む
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のユーザーインタフェースの表示
方法。
【請求項８】
　前記サブ表示領域が、順に接続される第１の長辺、第１の短辺、第２の長辺及び第２の
短辺を含み、　
　前記第１のスライド信号が、前記第１の長辺から前記第２の長辺にスライドする信号で
あり、前記第１の長辺と前記メイン表示領域との距離が前記第２の長辺と前記メイン表示
領域との距離よりも大きい
　ことを特徴とする請求項７に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項９】
　前記サブ表示領域に対する第１のスライド信号を受信した場合、前記サブ表示領域に前
記第２のアプリケーションのプログラムアイコンを表示することは、
　前記サブ表示領域に対する第１のスライド信号を受信し、且つ、本体状態が横画面状態
にある場合、前記サブ表示領域に前記第２のアプリケーションのプログラムアイコンを表
示することを含む
　ことを特徴とする請求項７に記載のユーザーインタフェースの表示方法。
【請求項１０】
　前記サブ表示領域に第２のアプリケーションのプログラムアイコンを表示した後、さら
に、
　前記サブ表示領域に対する第２のスライド信号を受信した場合、前記第２のスライド信
号に応答して、前記サブ表示領域に前記第２のアプリケーションのプログラムアイコンの
表示をキャンセルし、前記サブ表示領域に第３のアプリケーションのプログラムアイコン
の表示を追加することを含む
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載のユーザーインタフェースの表示
方法。
【請求項１１】
　第１の表示モジュールと、第２の表示モジュールとを備えるユーザーインタフェースの
表示装置であって、
　前記第１の表示モジュールは、メイン表示領域に第１のアプリケーションの第１のユー
ザーインタフェースを表示するように構成され、
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　前記第２の表示モジュールは、サブ表示領域に第２のアプリケーションのプログラムア
イコンを表示するように構成され、
　前記第２の表示モジュールは、さらに、前記プログラムアイコンに対する第１の操作信
号を受信した場合、前記第１のユーザーインタフェースにフローティングウィンドウを表
示するように構成され、前記フローティングウィンドウは、前記第２のアプリケーション
の第２のユーザーインタフェースを表示するために用いられる
　ことを特徴とするユーザーインタフェースの表示装置。
【請求項１２】
　前記第２の表示モジュールは、さらに、前記第１のユーザーインタフェースの一部領域
に前記フローティングウィンドウを重畳して表示するように構成され、前記一部領域と前
記サブ表示領域との距離が所定の距離よりも小さい
　ことを特徴とする請求項１１に記載のユーザーインタフェースの表示装置。
【請求項１３】
　前記フローティングウィンドウにフルスクリーンボタンがさらに表示され、
　前記第２の表示モジュールは、さらに、前記フルスクリーンボタンに対する第３の操作
信号を受信した場合、前記メイン表示領域に前記第２のアプリケーションの前記第２のユ
ーザーインタフェースがフルスクリーンで表示するように構成される
　ことを特徴とする請求項１２に記載のユーザーインタフェースの表示装置。
【請求項１４】
　前記フローティングウィンドウにさらに移動領域が表示され、
　前記第２の表示モジュールは、さらに、前記移動領域に対する第４の操作信号を受信し
た場合、前記第４の操作信号に基づいて前記メイン表示領域における前記フローティング
ウィンドウの表示位置を変更するように構成される
　ことを特徴とする請求項１３に記載のユーザーインタフェースの表示装置。
【請求項１５】
　前記第２の表示モジュールは、さらに、前記サブ表示領域に対する第２のスライド信号
を受信した場合、前記第２のスライド信号に応答して、前記サブ表示領域に前記第２のア
プリケーションのプログラムアイコンの表示をキャンセルし、前記サブ表示領域に第３の
アプリケーションのプログラムアイコンの表示を追加するように構成される
　ことを特徴とする請求項１１に記載のユーザーインタフェースの表示装置。
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